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２
０
２
２
年
２
月
に
金
融
庁
か
ら

銀
行
に
要
請
さ
れ
た
「
暴
力
団
離
脱

者
の
口
座
開
設
支
援
策
」
へ
対
応
す

べ
く
、
広
島
銀
行
で
は
、
２
０
２
２

年
５
月
に
行
内
規
定
を
整
備
す
る
こ

と
で
受
入
態
勢
を
整
え
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
２
０
２
３
年
12
月
末
現
在

で
本
制
度
を
活
用
し
て
口
座
を
開
設

し
た
暴
力
団
離
脱
者
は
い
ま
だ
ゼ
ロ

で
あ
る
。
ま
た
、
暴
力
団
離
脱
者
と

銀
行
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
散
見
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
一
方
で
暴
力
団
の
資

金
獲
得
活
動
は
不
透
明
化
し
、匿
名・

流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
活
動

も
活
発
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

現
状
を
分
析
す
る
と
と
も
に
対
応
案

を
考
察
し
た
い
。

一

暴
力
団
離
脱
者
の
口
座

開
設
支
援
策

　
暴
力
団
離
脱
者
の
口
座
開
設
支
援

策
と
は
、
２
０
２
２
年
２
月
警
察
庁

か
ら
都
道
府
県
警
察
等
に
要
請
さ
れ

た
、
就
労
先
か
ら
給
与
を
受
け
取
る

た
め
の
預
貯
金
口
座
の
開
設
を
申
し

込
ん
だ
場
合
に
お
い
て
、
過
去
に
暴

力
団
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し

て
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
都

道
府
県
警
察
が
支
援
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　
警
察
庁
が
示
し
て
い
る
支
援
策
の

具
体
的
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

警
察
に
お
い
て
、

　

・
暴
力
団
か
ら
離
脱
し
て
い
る
こ
と

　

・ 

警
察
又
は
都
道
府
県
暴
力
追
放
運

動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
支
援
に
よ
り

協
賛
企
業
に
就
労
し
て
い
る
こ
と

　

・ 

離
脱
者
及
び
協
賛
企
業
が
警
察
等

の
行
う
取
組
に
同
意
し
て
い
る
こ

と

　

・ 

支
援
が
妥
当
で
な
い
事
情
が
な
い

こ
と

を
確
認
し
、
支
援
要
と
判
断
さ
れ
た
者

が
支
援
対
象
者
と
さ
れ
る
。

　
支
援
対
象
者
に
は
、
警
察
か
ら
口

座
開
設
支
援
策
の
内
容
に
つ
い
て
教

示
す
る
。
そ
の
後
、警
察
に
お
い
て
、

支
援
対
象
者
が
口
座
開
設
を
申
し
込

む
金
融
機
関
へ
連
絡
し
、
支
援
対
象

者
に
よ
る
口
座
開
設
の
申
込
み
が
あ

る
こ
と
お
よ
び
口
座
開
設
後
の
対
応

を
含
め
た
取
組
み
の
概
要
を
説
明
す

る
。
金
融
機
関
は
暴
力
団
員
等
の
該

当
性
の
確
認
、
就
業
証
明
書
の
確
認

等
の
口
座
開
設
審
査
を
実
施
し
、
可

と
な
っ
た
場
合
に
口
座
開
設
に
応
じ

る
。

　
口
座
開
設
後
、
支
援
対
象
者
、
協

賛
企
業
お
よ
び
金
融
機
関
が
合
意
し

た
場
合
に
お
い
て
、
支
援
対
象
者
が

離
職
し
た
と
き
、
協
賛
企
業
か
ら
金

融
機
関
へ
情
報
提
供
が
行
わ
れ
、
ま

た
警
察
は
金
融
機
関
か
ら
の
暴
力
団

員
等
の
該
当
性
に
関
す
る
照
会
が
な

さ
れ
た
場
合
に
必
要
性
を
判
断
し
た

う
え
で
回
答
す
る
。

　
ま
た
、
警
察
庁
か
ら
の
要
請
を
受

暴
力
団
離
脱
者
対
応
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

１　

暴
力
団
離
脱
者
の
口
座
開
設
支
援
策
の
課
題

　

〜 
匿
名
・
流
動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
出
現
後
の

企
業
に
お
け
る
暴
力
団
対
策
〜

T O P I C

広
島
銀
行

広
島
銀
行  

リ
ス
ク
統
括
部

リ
ス
ク
統
括
部  

マ
ネ
ロ
ン
等
金
融
犯
罪
対
策
統
括
室
長

マ
ネ
ロ
ン
等
金
融
犯
罪
対
策
統
括
室
長　　

山
根
山
根  　
洋
　
洋
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一

現
状
の
整
理

　
こ
れ
ま
で
に
社
会
を
挙
げ
て
様
々

な
暴
力
団
対
策
が
行
わ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、
金
融
機
関
を
含
む
社
会
全

体
の
取
引
に
お
い
て
、
各
種
契
約
に

い
わ
ゆ
る
元
暴
５
年
条
項
を
盛
り
込

む
こ
と
は
、
も
は
や
通
例
に
な
っ
た

と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
努
力
が

実
を
結
び
、
暴
力
団
員
の
数
は
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。一
方
で
、

真
に
暴
力
団
を
離
脱
し
た
者
が
普
通

預
金
口
座
を
開
設
す
る
ハ
ー
ド
ル
は

い
ま
だ
高
く
、
更
生
の
障
害
に
な
る

と
い
う
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
本
稿

が
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
検
討

す
る
一
助
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

１　
様
々
な
暴
力
団
対
策

　
暴
力
団
は
、
資
金
を
獲
得
す
る
た

め
数
多
の
犯
罪
行
為
に
手
を
染
め
て

お
り
、
市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を

脅
か
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
暴
力
団

か
ら
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
を
奪

い
組
織
を
弱
体
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は

市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
を
守
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
に
様
々
な
暴
力
団
対

策
が
と
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
法

制
度
の
面
で
は
、
平
成
４
年
３
月
に

い
わ
ゆ
る
暴
力
団
対
策
法
が
施
行
さ

れ
、
平
成
23
年
ま
で
に
は
全
都
道
府

県
に
お
い
て
暴
力
団
排
除
条
例
が
制

定
さ
れ
た
。
社
会
に
お
け
る
取
引
の

面
で
は
、
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
幹
事

会
が
平
成
19
年
６
月
19
日
付
け
で

「
企
業
が
反
社
会
的
勢
力
に
よ
る
被

害
を
防
止
す
る
た
め
の
指
針
」
を
策

定
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
社
団
法
人

全
国
銀
行
協
会
（
以
下
、「
全
銀
協
」

と
い
う
）
は
、
同
指
針
を
踏
ま
え
、

金
融
機
関
が
暴
力
団
等
の
反
社
会
的

勢
力
と
関
係
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
平
成
21
年
９
月
24
日
付

け
で
普
通
預
金
規
定
等
に
盛
り
込
む

暴
力
団
排
除
条
項
の
参
考
例
を
公
表

し
た
。

２　
暴
力
団
員
の
減
少

　
か
か
る
暴
力
団
対
策
の
結
果
、
近

年
、
暴
力
団
員
の
数
は
以
前
と
比
べ

大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
警
視
庁
組

織
犯
罪
対
策
部
が
作
成
し
た
「
令
和

４
年
に
お
け
る
組
織
犯
罪
の
情
勢

【
確
定
値
版
】」
に
よ
る
と
、
平
成
3

年
に
6
万
３
８
０
０
人
い
た
暴
力
団

員
は
、
翌
年
か
ら
減
少
を
続
け
、
令

和
４
年
末
の
時
点
で
１
万
１
４
０
０

人
に
な
っ
て
い
る
（
次
頁
図
表
）。

つ
ま
り
、
数
字
上
、
暴
力
団
員
の
数

は
、
図
表
中
の
全
盛
期
に
比
べ
約
５

分
の
１
ま
で
減
少
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
さ
に
、
社
会
を
挙
げ
て
講

じ
て
き
た
前
記
様
々
な
暴
力
団
対
策

が
功
を
奏
し
、暴
力
団
か
ら
「
ヒ
ト
」

を
奪
っ
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
特
に

多
く
の
金
融
機
関
に
暴
排
の
意
識
が

根
づ
き
、
各
現
場
に
お
け
る
担
当
者

が
、
日
々
暴
力
団
排
除
の
た
め
に
奮

闘
さ
れ
た
賜
物
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

T O P I C

暴
力
団
離
脱
者
対
応
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題

２　

離
脱
支
援
ス
キ
ー
ム
と

金
融
機
関
が
口
座
開
設
す
る
場
合
の
留
意
点

T O P I C

ひ
か
り
総
合
法
律
事
務
所

ひ
か
り
総
合
法
律
事
務
所  

弁
護
士
弁
護
士　
山
田

　
山
田  

康
成
康
成

三
宅
・
今
井
・
池
田
法
律
事
務
所

三
宅
・
今
井
・
池
田
法
律
事
務
所  

弁
護
士
弁
護
士　
岩
下

　
岩
下  

明
弘
明
弘

弁
護
士
弁
護
士　
山
本

　
山
本  

裕
人
裕
人
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本
稿
は
、
基
準
省
令
、
新
外
為
Ｇ

Ｌ
の
内
容
を
概
観
し
、
必
要
と
な
る

実
務
対
応
に
つ
い
て
現
時
点
で
可
能

な
範
囲
で
解
説
を
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
（
上
）
で
は
、
基
準
省
令
と
新
外

為
Ｇ
Ｌ
の
概
要
と
、
制
裁
違
反
リ
ス

ク
評
価
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

解
説
を
し
た
。
本
稿
で
は
、
適
法
性

の
確
認
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
態

勢
、
自
ら
が
経
済
制
裁
対
象
取
引
を

行
わ
な
い
た
め
の
態
勢
、
そ
の
他
の

リ
ス
ク
低
減
措
置
、
記
録
の
作
成
・

保
存
、内
部
管
理
態
勢
、両
替
取
引
に

係
る
対
応
等
につい
て
解
説
を
す
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
用
い
る
略
語
等
は
、

（
上
）
に
お
い
て
用
い
た
も
の
と
同
一

の
意
味
内
容
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

一 
　
適
法
性
の
確
認
義
務
を
履

行
す
る
た
め
の
態
勢

１　
適
法
性
の
確
認
の
概
要

　
新
外
為
Ｇ
Ｌ
Ⅱ

－

４

－

⑴
お
よ
び

⑵
に
お
い
て
、
適
法
性
の
確
認
義
務

（
注
１
）
を
履
行
す
る
た
め
の
対
応

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
外
為
法
に
お
い
て
は
、
制
裁
対
象

者
と
し
て
明
示
的
に
指
定
さ
れ
て
い

る
者
が
当
事
者
と
な
る
取
引
に
つ
い

て
課
さ
れ
る
規
制
、
お
よ
び
そ
の
よ

う
な
者
が
当
事
者
と
な
る
わ
け
で
は

な
い
も
の
の
、
取
引
当
事
者
の
居
住

国
・
地
域
、
取
引
の
内
容
等
を
要
件

と
し
て
課
さ
れ
る
規
制
が
存
在
す
る

と
こ
ろ
、
新
外
為
Ｇ
Ｌ
Ⅱ

－

４

－

⑴

で
は
、
前
者
に
係
る
適
法
性
の
確
認

義
務
の
履
行
に
係
る
態
勢
に
つ
い

て
、同
Ⅱ

－

４

－

⑵
で
は
、後
者
に
係

る
適
法
性
の
確
認
義
務
の
履
行
に
係

る
態
勢
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
適
法
性
の
確
認
義
務
と

は
、
自
ら
が
行
う
為
替
取
引
お
よ
び

電
子
決
済
手
段
等
の
移
転
等
（
改
正

外
為
法
16
条
の
２
）（
以
下
、
総
称

し
て
「
為
替
取
引
等
」
と
い
う
）
に

つ
い
て
、
①
図
表
１
に
掲
げ
る
支
払

等
に
係
る
も
の
で
な
い
か
、
②
前
記

①
の
支
払
等
に
該
当
す
る
場
合
に
、

外
為
法
上
必
要
な
許
可
等
を
受
け
た

う
え
で
行
う
も
の
で
あ
る
か
を
確
認

し
な
け
れ
ば
、
為
替
取
引
等
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
規
制
で
あ

る
。

　
為
替
取
引
等
を
行
う
場
合
に
確
認

す
べ
き
事
項
を
踏
ま
え
て
図
表
１
を

再
構
成
す
る
と
、
図
表
２
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
適
法
性
の
確
認
義

務
を
適
切
に
履
行
す
る
た
め
に
は
、

取
引
の
当
事
者
の
制
裁
対
象
者
該
当

性
や
、
取
引
当
事
者
の
居
住
国
・
地

域
、支
払
等
の
原
因
と
な
る
取
引（
以

下
、「
原
取
引
」と
い
う
）の
性
質
に
つ

い
て
も
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
こ
ろ
、
新
外
為
Ｇ
Ｌ
Ⅱ

－

４

－

⑴
で
は
、
前
者
に
係
る
適
法
性
の
確

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告
対
応
に
係
る
外
為
取
引
等
遵
守
基
準
お
よ
び

新
外
為
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
へ
の
実
務
対
応（
下
）

今
月
の
解
説
①

御
堂
筋
法
律
事
務
所 

東
京
事
務
所 

弁
護
士　

岡
﨑 

頌
央
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一   

主
宰 

小
野
浩
幸
氏 

ご
挨
拶

　
本
日
は
、
産
学
連
携
学
会
と
地
域

活
性
学
会
の
共
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

に
、
２
人
の
す
ば
ら
し
い
講
師
を
お

招
き
し
て
い
ま
す
。

　
お
１
人
は
三
島
信
用
金
庫
の
坂
本

剛
宏
さ
ん
で
す
。
坂
本
さ
ん
は
、
静

岡
県
の
伊
豆
エ
リ
ア
に
深
く
入
り
込

み
、
地
域
観
光
再
生
を
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
も
う
１
人
は
山
形
県
西
川
町
長
の

菅
野
大
志
さ
ん
で
す
。
元
内
閣
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
会
議
事
務

局
か
ら
過
疎
地
域
自
治
体
の
長
に
転

身
さ
れ
て
、
山
形
弁
に
な
り
ま
す
が

「
す
っ
だ
い
（
し
た
い
）
こ
と
を
実

現
す
る
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
目

覚
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
日
の
２
人
の
お
話
は
必
ず
や
み
な

さ
ん
に
勇
気
と
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

二    

静
岡
県
伊
豆
半
島

観
光
温
泉
地
観
光

拠
点
再
生
取
組
み

報
告
に
つ
い
て

《
坂
本
剛
宏
氏
》

⑴  

フ
ァ
ン
ド
運
営
会
社 

の
設
立

　
私
は
43
歳
に
な
り
ま
す
。
静
岡
県

の
伊
豆
半
島
を
営
業
区
域
と
す
る
三

島
信
用
金
庫
と
、
さ
ん
し
ん
キ
ャ
ピ

タ
ル
（
投
資
専
門
子
会
社
）
を
兼
務

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
静
岡
県
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
や
、
民
間
会
社
の
役
員

２
つ
を
兼
務
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
、

数
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て

い
ま
す
。
今
か
ら
報
告
す
る
観
光
地

域
を
持
続
的
に
応
援
す
る
取
組
み

は
、
最
初
の
う
ち
は
、「
絶
対
で
き

●
日　
時
：
２
０
２
３
年
11
月
20
日

●
場　
所
：
Ｊ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

　
　
　
　
　
（
山
形
県
山
形
市
）

●
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ

　
坂
本 

剛
宏 

　
（ 

三
島
信
用
金
庫
審
議
役
、
さ
ん
し

ん
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
地
域
再
生
請
負
人
）

　
菅
野 

大
志

　
（ 

山
形
県 

西
川
町
長
、
ち
い
き
ん
会

主
宰
、元
内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
）　

●
主　
宰

　
小
野 

浩
幸

　
（ 

地
域
活
性
学
会 

金
融
部
会
部
会

長
、
山
形
大
学
教
授
）

◆
共
催
： 

山
形
大
学
、
地
域
活
性
学

会
金
融
部
会
、
産
学
連
携

学
会
東
北
・
北
関
東
支
部
、

ち
い
き
ん
会

● 小野浩幸氏（山形大学教授、地域
活性学会金融部会長）

坂
本
坂
本  

剛
宏
・
菅
野

剛
宏
・
菅
野  

大
志
・
小
野

大
志
・
小
野  

浩
幸
浩
幸

地
域
活
性
学
会
東
北
支
部
地
区
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
学
会
東
北
支
部
地
区
セ
ミ
ナ
ー

【
地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
（
第

【
地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
（
第
1616
回
研
究
会
）】

回
研
究
会
）】

「
地
域
再
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
地
域
再
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

レポート
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は
じ
め
に

　
国
家
公
安
委
員
会
の
犯
罪
収
益
移

転
危
険
度
調
査
書
（National Risk 

Assessment

、
以
下
、「
Ｎ
Ｒ
Ａ
」

と
い
う
）
は
、
金
融
庁
「
マ
ネ
ー
・

ロ
ー
ダ
リ
ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与

対
策
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以

下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」と
い
う
）「
マ

ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
関
す
る
よ
く
あ
る
ご
質

問
」（
以
下
、「
Ｆ
Ａ
Ｑ
」
と
い
う
）、

「
外
国
為
替
取
引
等
取
扱
業
者
の
た

め
の
外
為
法
令
等
の
遵
守
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
並
ん
で
金
融
機

関
の
マ
ネ
ロ
ン
対
策
等
の
担
当
部
署

に
所
属
す
る
者
に
と
っ
て
必
読
、
必

携
の
文
書
と
さ
れ
る
。

　
Ｎ
Ｒ
Ａ
の
公
表
は
、
各
金
融
機
関

が
行
う
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
の
出

発
点
と
な
る
。
国
に
よ
る
リ
ス
ク
評

価
の
結
果
で
あ
る
Ｎ
Ｒ
Ａ
の
内
容
に

基
づ
い
て
、
自
ら
が
直
面
す
る
「
全

社
的
リ
ス
ク
」
の
特
定
・
評
価
を
見

直
し
、そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
方
針・

手
続
・
計
画
等
の
Ａ
Ｍ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
見
直
し
を
実
施
す
る
（
図
表

１
）。
Ｎ
Ｒ
Ａ
の
公
表
を
出
発
点
と

す
る
こ
の
サ
イ
ク
ル
こ
そ
が
、
リ
ス

ク
の
特
定
・
評
価
・
低
減
と
い
う
リ

ス
ク
ベ
ー
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ

く
取
組
み
の
底
流
を
な
す
も
の
と
い

え
よ
う
。

　
金
融
庁
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
・
テ
ロ
資
金
供
与
・
拡
散
金
融

対
策
の
現
状
と
課
題
」（
２
０
２
３

年
６
月
）
に
お
い
て
、「
金
融
機
関

は
Ｎ
Ｒ
Ａ
を
参
照
し
な
が
ら
一
定
程

度
の
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
、
業
態

や
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
金
融
業
界

全
体
と
し
て
、
リ
ス
ク
理
解
を
は
じ

め
と
す
る
態
勢
整
備
の
底
上
げ
が
進

ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」（
同

資
料
25
頁
、
以
下
、
単
に
頁
数
を
記

載
す
る
際
は
同
資
料
に
よ
る
）
と
す

る
一
方
、「
取
組
に
遅
れ
が
認
め
ら

れ
る
事
例
」
と
し
て
「
リ
ス
ク
評
価

書
の
作
成
・
見
直
し
時
に
お
い
て
Ｎ

Ｒ
Ａ
の
内
容
を
引
用
す
る
の
み
で
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、
取
引
形
態
、
顧

客
属
性
、
国
・
地
域
、
自
社
の
特
性

等
を
勘
案
す
る
等
、
網
羅
的
な
リ
ス

ク
の
特
定
・
評
価
を
未
だ
行
っ
て
い

な
い
」（
34
頁
）
と
例
示
し
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
預
金
取
扱
金
融
機
関

に
お
け
る
リ
ス
ク
の
特
定
・
評
価
に

令
和
５
年
12
月
犯
罪
収
益
移
転
危
険
度
調
査
書
を
読
む

―
―
預
金
取
扱
金
融
機
関
に
求
め
ら
れ
る
対
応

今
月
の
解
説
②

百
五
銀
行 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統
括
部 

マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
室 

室
長　

北
後 

俊
輔

【図表１】ＮＲＡ公表後のリスク評価の見直しイメージ

（出所）筆者作成

ＮＲＡの公表

ＡＭＬプログラム
（方針・手続・計画等）

の見直し
全社的リスクの
評価見直し


